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令和２年度 白石町「町民協働によるまちづくり」モデル地区の募集 

について（お知らせ） 

 

 盛夏の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 日頃から、本町の行政運営にご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 さて、白石町では「町民協働によるまちづくり」として、「地域づくり協議会の

設立支援」に取り組むこととしており、各地区の代表であられます皆様へは最初に

説明をさせていただき、以降、出前講座や個別の説明会などを実施しているところ

です。 

 つきましては、６月、７月の説明会の折お話させていただいていた標記の件につ

いて、別紙１のとおり開始することをお知らせします。 

  

 

注１：今年度も募集期間については、まず、小学校区単位等の地区で検討いただい 

   てからと考えていますので、特別に設定しておりません。地区の中で検討さ

れる際、再度説明が必要な場合は、遠慮なくご連絡ください。 

 

注２：今年度は、１校区をモデル地区として選定する予定です。ご了承ください。 

 

 

 

 

担当：白石町役場 総合戦略課 白石創生推進係 辻・柴田・陣内 

電話：０９５２－８４－７１３２（課直通） 
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令和２年度 白石町「町民協働によるまちづくり」モデル地区の募集について 

 

１．ねらい 

小学校区単位等の地区で、町や行政区、自治公民館、消防団、ＰＴＡ、老

人クラブ、生産組合など各団体が連携し、地域課題の解決や地域活性化につ

ながる取り組みについて、共に考え、話し合いを行っていくものです。 

 

２．進め方の例 

（１）【仮称】「地域づくり協議会設立準備委員会」の設置 

〇各種団体や地区で活動を行っている方々から選出いただきます。 

〇この委員会が母体となって、住民アンケートやワークショップ（地区内の

方が意見を出し合いながら話し合う場）の実施、話し合いの結果の広報な

ど、中心となって活動していただきます。 

  

（２）地区の課題の洗い出しと【仮称】「地域づくり計画」の策定 

〇住民アンケートを実施したり、ワークショップなどを開催したりして、な

るべく多くの世代から意見を拾い上げ、地域課題や特性を洗い出していき

ます。 

〇地域課題・特性が見えてきたら、この解決のためにどうすればいいのか、  

将来この地区はどうあってほしいかということを元に、「地域づくり計画」

をまとめていただきます。 

 

（３）「地域づくり計画」の実現に向け、【仮称】地域づくり協議会の設立 

  〇「地域づくり計画」実現のため、「地域づくり協議会」を設立していただ

き、活動開始（地域づくり計画のメニューを実践）となります。 

〇「地域づくり協議会」の組織については、その地域課題に応じた専門部

会を設置するなど、地域の実情に応じて構成してください。  

          

別紙１ 



３．役場からの支援 

（１）人的支援 

  ①「地域づくり協議会設立準備委員会」における文書作成などの事務につ

いては、総合戦略課白石創生推進係が担当します。 

  ②話し合いの場には、専門の進行役兼アドバイザーを派遣します。 

 

（２）財政面での支援 

  ①「地域づくり協議会設立準備委員会」に要する経費（会議費、視察経費、

広報費等）については、全て町から支出します。 

  ②「地域づくり協議会」設立後の活動に対しては、新たな活動に対する助

成金の交付を予定しています。（別紙３参照） 

 

４．モデル地区（小学校区単位等）選定までの流れ 

（１）６・７月に開催した小学校区別の「町民協働によるまちづくり説明会」

以降、個別に説明を要望された地区や、駐在員、自治公民館長の皆さん

へモデル地区募集のお知らせをします。 

（２）地区からの要望があれば、随時説明に伺います。 

（３）モデル地区を希望される地区については、別紙２により総合戦略課 白石

創生推進係へお申し込みください。 

※今年度は１地区をモデル地区として選定する予定です。 

 

５．モデル地区選定基準 

（１）モデル地区として、地域を活性化したいと考えている地域 

（２）地域課題があり、それについて取り組んでみたいと考えている地域 

（３）概ね小学校区単位の取り組みであるか 

【参考】「町民協働によるまちづくり」に関するＱ＆Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Q１．既存の団体との関係はどうなるのか？ 

A１．現在、地区内で頑張っていらっしゃる団体はそのままで、地域課題解決に

向け全体を包括して協議を行う場として考えています。モデル地区は、色々

な団体の話し合いの場と位置づけますので、現在の団体は変わりません。 

Q２．来年度中に活動まで始めないといけないのか？ 

A２．モデル地区の進み具合については、各地区の実情にお任せします。地域づ

くり計画策定までの地区もあれば、活動を始められる地区もあるかと思いま

すが、町ではそれぞれのペースに応じた支援を行います。 

【問合せ・申込先】 

白石町 総合戦略課 白石創生推進係 

担当：辻、柴田、陣内 

TEL：0952－84－7132 FAX：0952－84－6611 



 

白石町「町民協働によるまちづくり」モデル地区希望届 

 

 

 

 

  令和２年度白石町「町民協働によるまちづくり」モデル地区を希望します。 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

 

              小学校区名 

 

 

              代 表 者 名               印 

 

（連絡先） 

住  所 

 

電話番号 

 

 

 代 表 者 名               印 

 

（連絡先） 

住  所 

 

電話番号 
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〇〇地域づくり協議会活動交付金算定【案】

（人：戸）

男 女 世帯数

1 Ａ 100 110 70

2 Ｂ 120 130 75

3 Ｃ 140 130 80

4 Ｄ 80 90 50

5 Ｅ 90 100 60

6 Ｆ 150 160 95

7 Ｇ 90 80 55

8 Ｈ 70 60 40

9 Ｉ 130 140 90

10 Ｊ 160 170 115

1,130 1,170 730

Ｒ元モデル地区 Ｒ２モデル地区 Ｒ３モデル地区

１． 230,000 円

２． 73,000 円

３． 200,000 円 150,000 円 100,000 円

503,000 円 453,000 円 403,000 円合　　計

区　分

250

270

170

190

310

2,300

130

270

330

計

モデル地区支援経費　　　＝

人口計

210

170

人口割　　100円×人口計＝

世帯割　　100円×世帯数＝
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